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象児 A 及び対象児 B），5年生男児 1名（以下，対象児 C）であった。
対象児 A 及び対象児 B は軽度の知的障害のある二卵性双生児であった。対
象児は算数のみ特別支援学級で授業を受け，その他の科目は通常学級で授業を
受けた。通常学級のクラスは 35人編成であり，対象児 A 及び対象児 B は異







対象児 A 及び対象児 B の通常学級での授業観察時，対象児の前後左右いず
れかに座席する級友 2名を任意に選択し，対象児 A に関しては 3 授業で 6










はなかった。特別支援学級では対象児 A 及び対象児 B，対象児 C 及びもう 1
人の特別支援学級に在籍する児童の各 2名が特別支援学級担任教師 1名から
授業を受けた。対象児 C における音楽，図工，家庭科の授業は専科教員 1名
が授業を行った。対象児 A の授業場面の行動観察は，通常学級で 10回（生活
4回，図書 3回，体育 2回，国語 1回），特別支援学級で 2回（国語，算数各
1回）実施した。対象児 B に関しては，通常学級で 12回（生活，図工各 4
回，体育国語，音楽，テスト各 1回），特別支援学級で 2回（算数 2回）行動
観察を行った。対象児 C に関しては通常学級で 13 回（体育 5 回，図工 4
回，家庭科，理科，生活，習字各 1回），特別支援学級で 2回（算数 2回）行
動観察を行った。また，対象児 A の級友に関しては通常学級で 3回（図書 3
回），対象児 B の級友に関しては通常学級で 5回（図工 3回，生活，テスト各
1回）行動観察を行った。
休み時間は授業終了後 10分間，10秒のインターバル記録法を用いて対象児
の遊び行動を記録した。休み時間の観察回数は，対象児 A が 5回，対象児 B
が 3回，対象児 C が 4回であった。
行動観察の結果は平均インターバル生起率で示した。算出方法は，10分間




































Fig. 1に通常学級及び特別支援学級での授業場面における対象児 A 及び級
友の授業参加行動の平均インターバル生起率（％）を示した。縦軸は平均イン












では，級友が 30.1％（範囲：5.9％－61.7％）であり，対象児 A の 7.9％（範
囲：0％－46.7％）よりも高い値を示すことが分かった。
Fig. 2に通常学級及び特別支援学級での授業場面における対象児 B 及び級
友の授業参加行動の平均インターバル生起率（％）を示した。Fig. 2から，対










Fig. 3に通常学級及び特別支援学級での授業場面における対象児 C の授業















起率を示した。Table 1から，対象児 A 及び対象児 C は「集団遊び」の生起
率が低く，対象児 A は 20.3％（0％－78.3％），対象児 C は 0％であった。
対象児 A は「傍観」が 24.7％（範囲：0％－76.7％），「無目的行動」が 20.0





った。対象児 B は「集団遊び」が 43.3％（範囲：15.0％－81.7％），「移行」










A 及び対象児 B は軽度の知的障害，対象児 C は言葉によるコミュニケーショ
ンが極めて困難な知的障害を伴う自閉症といった障害の違いがあるため，対象
児 A 及び対象児 B と対象児 C を分けて順に考察を行う。






































間の遊び行動では，対象児 A 及び対象児 B 共に集団遊びに参加する割合は高
くないが，対象児 A が顕著に集団遊びに参加できていないことが分かった。
行動観察の結果，同学年で同様の障害を持ち同様の授業編成を組んでいる対象















有効性が示されており（e.g., Alberto & Troutman, 1986 ; Attwood, 2000 ;














あると思われる。Mortweet et al.（1999）は，仲間媒介法の 1つである学級
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